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 俳優館上演記録（1987～2026年）

優しさが奇跡を呼ぶ音楽劇「森は生きている」
　

創
立
40
周
年
を
迎
え
た
総

合
劇
集
団
「
俳
優
館
」が
８

月
21
日
（
午
後
６
時
）、22
日

（
午
後
２
時
）、23
日
（
午
後

２
時
）芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

で
記
念
公
演
「
森
は
生
き
て

い
る
」（
音
楽
・
林
光
、上
演

８
月
21
〜
23
日 

芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

台
本
と
演
出
・
ふ
じ
た
あ
さ

や
）を
上
演
す
る
。

　

俳
優
館
は
演
劇
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
森
釗
（
も
り
・
つ
と

む
）、演
出
家
ふ
じ
た
あ
さ

や
、鈴
木
完
一
郎（
２
０
０
９

年
死
去
）、菊
本
健
郎
（
20
年

死
去
）の
４
人
体
制
で
設
立
。

代
表
の
森
は
今
年
90
歳
、演

出
の
ふ
じ
た
は
91
歳
と
高
齢

だ
が
「
体
力
、気
力
の
続
く

限
り
作
品
制
作
、公
演
活
動

を
続
け
た
い
」（
森
）と
意
気

盛
ん
だ
。

　

俳
優
館
で
は
名
古
屋
市
内

で
の
本
公
演
の
ほ
か
学
校
公

演
、お
や
こ
劇
場
な
ど
で
全

国
巡
回
公
演
を
継
続
。代
表

作
に
は
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
物

語
」「
ご
き
げ
ん
な
す
て
ご
」

な
ど
が
あ
る
。

　

旗
揚
げ
公
演
「
さ
ん
し
ょ

う
太
夫
」（
１
９
８
７
年
）の

出
演
者
に
は
入
谷
美
幸
、松

原
実
智
子
、佐
藤
友
彦
（
狂

言
師
）、多
田
木
亮
佑
ら
。二

作
目
の
「
回
転
木
馬
」に
は

中
田
裕
子
、石
黒
寛
、瀬
辺
千

尋
、清
水
甚
也
ら
、名
古
屋
演

劇
界
の
レ
ジ
エ
ン
ド
た
ち
が

名
を
連
ね
て
い
る
。

　

ま
た
俳
優
館
公
演
に
は
多

く
の
若
手
演
出
家
が
参
加
。

「森は生きている」（2017年の公演から）

生
え
抜
き
の
ほ
り
み
か
、右

来
左
往
、宮
崎
真
子
、鹿
目
由

紀
、平
塚
直
隆
、八
代
将
弥
、

ニ
ノ
キ
ノ
コ
ス
タ
ー
ら
で
あ

る
。つ
ま
り
俳
優
館
の
歩
み

は
、そ
の
ま
ま
名
古
屋
演
劇

界
の
歴
史
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

森
に
よ
れ
ば
「
演
劇
界
は

い
ま
冬
の
時
代
」と
か
。「
最

大
の
原
因
は
少
子
化
。劇
団

の
大
き
な
収
入
源
だ
っ
た
学

校
巡
回
公
演
も
激
減
し
て
い

る
。し
か
し
、そ
れ
で
も
演
劇

文
化
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な

い
」と
、40
周
年
を
機
に
祖
川

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
魅
力
は

色
々
な
主
人
公
に
な
れ
る
こ

と
。「
物
語
の
あ
る
歌
が
好
き

で
す
。歌
の
中
の
男
性
も
女

性
も
演
じ
ら
れ
る
歌
手
に
な

り
た
い
」と
話
す
。

　

仕
事
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、長
く
ス
テ
ー
ジ
か
ら
離

れ
て
い
た
が
、退
職
後
に
ま

た
歌
い
始
め
、７
月
11
日
に

エ
ル
ム
で
再
デ
ビ
ュ
ー
ラ
イ

ブ
を
迎
え
る
。「
人
生
経
験
も

増
え
、同
じ
歌
で
も
解
釈
が

変
わ
り
、歌
詞
の
奥
に
あ
る

本
当
の
意
味
、深
い
所
ま
で

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
、

歌
が
面
白
く
な
っ
て
い
ま

す
」と
変
化
を
語
る
。ラ
イ
ブ

で
は
「
得
意
だ
っ
た
曲
に
は

色
を
付
け
直
し
、今
の
心
境

で
歌
い
た
い
曲
、ず
っ
と
歌

い
た
か
っ
た
曲
な
ど
、全
て

を
出
し
切
る
ス
テ
ー
ジ
に
し

た
い
」と
意
気
込
む
。

　
「
目
標
は
、ち
ゃ
ん
と
心
を

届
け
ら
れ
る
歌
手
。歌
に
丁

寧
に
向
き
合
い
、人
生
も
重

ね
て
歌
い
た
い
で
す
」。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

　

戦
争
を
語
り
継
ぐ
演
劇
公

演
第
13
弾
「
画
家
・
笹
山
し

げ
る
～
戦
線
で
片
腕
を
失
っ

た
傷
痍
軍
人
の
物
語
」（
脚

本
、演
出
・
伊
藤
敬
）８
月
20

～
23
日
（
全
６
回
）東
文
化

小
劇
場
。全
自
由
席
、前
売

り
３
５
０
０
円
。℡
０
５
２

（
７
１
９
）０
４
３
０
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
だ
と
知
っ
た
。

　

歌
い
始
め
た
の
は
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
。切
っ
掛
け

は
歌
手
か
と
う
え
い
子
の
ス

テ
ー
ジ
を
見
て
。後
に
エ
ル

ム
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
加
藤
修
滋

に
も
薫
陶
を
受
け
た
。「
修
滋

先
生
に
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

表
現
を
学
び
ま
し
た
。エ
ル

ム
は
有
名
な
歌
手
も
歌
い
に

来
る
が
、育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。こ
こ
で
育
っ
た

人
に
と
っ
て
は
、温
か
く
優

し
い
場
所
」と
話
す
。

客
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
最
も

多
い
作
品
」と
か
。老
若
男

女
35
人
の
出
演
者
、４
人
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
生
演

奏
が
付
く
。全
指
定
・
Ｓ
席

５
０
０
０
（
高
校
生
以
下
４

０
０
０
）円
、Ａ
席
４
５
０

０
（
同
３
５
０
０
）円
、Ｂ
席

３
５
０
０
（
同
３
０
０
０
）

円
。℡
０
５
２
（
２
０
３
）

８
７
２
１
、俳
優
館
。

詩
織
を
代
表
に
置
き
、若
い

演
劇
人
の
育
成
に
心
血
を
注

い
で
い
る
。森
は
ま
た
「
戦

争
体
験
者
で
あ
る
僕
ら
に

は
、演
劇
を
通
し
て
反
戦
を

貫
く
責
任
が
あ
る
」と
も
力

説
す
る
。

　

40
周
年
記
念
公
演
「
森
は

生
き
て
い
る
」は
２
０
１
７

年
以
来
の
再
演
に
な
る
。劇

団
に
よ
れ
ば
「
出
演
者
、観

　

歌
に
惹
か
れ
た
最
初
の
記

憶
は
、母
に
連
れ
ら
れ
て
見
た

「
エ
ル
ム
は
温
か
く
て
優
し
い
場
所
」

　
　
愛
由
美

宝
塚
。後
に
大
好
き
な
歌
が

「
歌
に
向
き
合
い
人
生
を
重
ね
て
歌
い
た
い
」
と
愛
由
美

 87年
「さんしょう太夫」 演出・ふじたあさや
「回転木馬」 演出・菊本健郎
 88年　　　　　　　　　　　　　　　

「カレーライス物語」 演出・鈴木完一郎
「じゃじゃ馬ならし」 演出・ふじたあさや
 89年　　　　　　　　　　　　　　　

「カレーライス物語」 演出・鈴木完一郎
「セブン・ブライズ・ドリーム」 演出・菊本健郎
 90年　　　　　　　　　　　　　　　

「女の平和」 演出・鈴木完一郎
「ガラスのうさぎ」 演出・ふじたあさや
「さんしょう太夫」 演出・ふじたあさや
 91年　

「O・ヘンリー・オムニバス」 演出・菊本健郎
「カレーライス物語」 演出・鈴木完一郎
 92年　

「MOMOTARO」 演出・鈴木完一郎
「ガラスのうさぎ」 演出・ふじたあさや
 93年　　　　　　　　　　　　　　　

「サラダ記念日協奏曲」 演出・ふじたあさや
「ごきげんなすてご」 演出・菊本健郎
「糸ひき工女は峠を越えた」 演出・菊本健郎
 94年　　　　　　　　　　　　　　　

「星の王子さま／犬神」 演出・鈴木完一郎
「O・ヘンリー・オムニバス」 演出・菊本健郎
 95年　　　　　　　　　　　　　　　

「吾輩は『坊ちゃん』である」 演出・ふじたあさや
「ごきげんなすてご」 演出・菊本健郎
「ガラスのうさぎ」 演出・ふじたあさや
9 6年　　　　　　　　　　　　　　　

「和藤内・WATONAI」 演出・菊本健郎
「有楽町で逢いましょう」 演出・鈴木完一郎
 97年　　　　　　　　　　　　　　　

「だいじょうぶだいじょうぶ」 演出・鈴木完一郎
「望郷」 演出・菊本健郎
「やっかいなおくりもの」 演出・菊本健郎
「春香伝・伝」 演出・ふじたあさや
 98年　　　　　　　　　　　　　　　

「天馬とにじのばち」 演出・ふじたあさや
 99年　　　　　　　　　　　　　　　

「さんしょう太夫」 演出・ふじたあさや
「アップル・トゥリー」 演出・菊本健郎ほか
「ふしぎの国のアリス」 演出・齋藤敏明
「春香伝・伝」 演出・ふじたあさや
 00年　　　　　　　　　　　　　　　

「ムクバクとチチャねこ」 演出・ほりみか
「Fly Me To The Moon」 演出・右来左往
「ウスリーの赤き流れに」 演出・ふじたあさや
 01年　　　　　　　　　　　　　　　

「雨ニモマケズ！」 演出・右来左往
「いつも心に太陽を」 演出・右来左往
 02年　　　　　　　　　　　　　　　

「わらべは、みたり」 演出・右来左往
 03年

「Fly Me To The Moon」 演出・右来左往
「ねこはしる」 演出・ふじたあさや
 04年

「PEACH WARS」 演出・児玉俊介
「須磨子という名の正子」 演出・ふじたあさや
 05年　　　　　　　　　　　　　　　

「十一人の少年」 演出・右来左往
「60年目の暑い夏」（全10作）
 06年　　　　　　　　　　　　　　　

「テンペスト」 演出・宮崎真子
「ねこはしる」 演出・ふじたあさや
「ぼくらはみんな生きている」 演出・右来左往
 07年　　　　　　　　　　　　　　　

「ゴーシュの夜」 演出・右来左往
「星モグラサンジの伝説」 演出・宮崎真子
 08年　　　　　　　　　　　　　　　

「大正三文オペラ」 演出・右来左往
 09年　　　　　　　　　　　　　　　

「エデンの東」 演出・右来左往

 10年　　　　　　　　　　　　　　　
「どん底」 演出・鐘下辰男
「アンデルセンものがたり」 演出・ほりみか
 11年

「新劇100年企画Ⅰ」（全12作）
「はだしのゲン」 演出・ほりみか
 12年　　　　　　　　　　　　　　　

「三人姉妹」 演出・鐘下辰男
「おおきなかぶ」 演出・平塚直隆
「ヘンゼルとグレーテル」 演出・森さゆ里
 13年　　　　　　　　　　　　　　　

「新劇100年企画Ⅱ」（全８作）
「ヘルン氏のこわいかこわくないかわから
ない話」 演出・木村繁

「世界どうぶつ会議」 演出・ほりみか
「ブルーストッキングの女たち」 演出・ふじたあさや
 14年　　　　　　　　　　　　　　　

「シェイクスピア・リーディングⅠ」（全２作）
「ドリームランドにっぽん」 演出・木村繁
「こぶとりじいさん／手袋を買いに」 構成・三樹健
「アラビアン・ナイト」 演出・ほりみか
「友達」 演出・平塚直隆
 15年　　　　　　　　　　　　　　　

「マクベス」 演出・木村繁
「群青」 演出・ふじたあさや
「戦後70年目の暑い夏」（全２作）
「タイタス・アンドロニカス」 演出・平塚直隆
「女の平和」 演出・鹿目由紀
 16年　　　　　　　　　　　　　　　

「シェイクスピア・リーディングⅡ」（全３作）
「はだしのゲン」 演出・ほりみか
「出雲の阿国」 演出・木村繁
 17年　　　　　　　　　　　　　　　

「新劇１００年企画Ⅲ」（全２作）
「夏の夜の夢」 演出・ほりみか
「あらしのよるに」 演出・ほりみか
「森は生きている」 演出・ふじたあさや
 18年　　　　　　　　　　　　　　　

「コーカサスの白墨の輪」 演出・なかとしお
「はだしのゲン」 演出・ふじたあさや
「太宰治を読む」（全10作）
 19年　　　　　　　　　　　　　　　

「カレーライス物語」 演出・ほりみか
「二人の主人を一度に持つと」 演出・大谷賢治郎
 20年　　　　　　　　　　　　　　　

「ヒロシマひろしま広島」（全３作）
「あらしのよるに」 演出・ほりみか
「ブンナよ、木からおりてこい」 演出・平塚直隆
 21年　　　　　　　　　　　　　　　

「雪の女王」 演出・ほりみか
「ぐりむ♪りむりぐ♫むりぐ♬りむ」 演出・ニノキノコスター
「かもめ」 演出・八代将弥
 22年

「修羅、マクベス夫人」 演出・木村繁
「あらしのよるに」 演出・ほりみか
 23年　　　　　　　　　　　　　　　

「會津わが町流流譚」 演出・西川信廣
「沖縄・戦世の伝説」 演出・ふじたあさや
「裸王」 演出・八代将弥
 24年　　　　　　　　　　　　　　　

「タルチュフ」 演出・河田園子
「車のいろは空のいろ」 演出・八代将弥
「あらしのよるに」 演出・ほりみか
「はだしのゲン」 演出・ふじたあさや
「ルドルフとイッパイアッテナ」 演出・ニノキノコスター
「桜の園」 演出・八代将弥
 25年　　　　　　　　　　　　　　　

「パパパのうた♫」 演出・鹿目由紀
「冬物語」 演出・河田園子
「あとかたの街」 演出・ほりみか
 26年　　　　　　　　　　　　　　　

「ルドルフとイッパイアッテナ」 演出・ニノキノコスター
「森は生きている」 演出・ふじたあさや

推 

奨 

公 

演



つつみあつき　　　に
名古屋音楽ペンクラブ賞
１００回達成した演奏会が評価

クラリ
ネット 

…
。朗
読
の
第
一
人
者
に
相

応
し
い
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。

資
料
を
見
て
驚
い
た
こ
と
が

あ
る
。そ
れ
は
メ
ー
ヘ
レ
ン

の
風
貌
が
、榊
原
に
そ
っ
く

り
だ
っ
た
こ
と
（
笑
）。

モ
）」の
旗
揚
げ
公
演「
噺（
は

な
し
）―
Ｖ
ｉ
ｖ
ａ
ｃ
ｅ
」

（
６
月
10
～
14
日
・
さ
さ
し

ま
ス
タ
ジ
オ
）で
あ
る
。

っ
た
。ナ
ゴ
ヤ
座
の
人
気
俳

優
・
名
古
屋
山
之
助
が
主
宰

す
る
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
（
プ
リ

「
噺（
は
な
し
）」

の
重
厚
な
ピ
ア
ノ
演
奏
に
も

圧
倒
さ
れ
た
。「
展
覧
会
の
絵
」

も
ド
ン
ピ
シ
ャ
だ
っ
た
。

　

む
ろ
ん
榊
原
の
名
演
あ
っ

て
の
名
舞
台
で
あ
る
。せ
り

ふ
の
間
、抑
揚
、心
理
描
写

　

そ
の
鑑
定
人
を
演
じ
た
堀

田
、判
事
を
演
じ
た
山
田
の
豊

か
な
声
量
と
滑
舌
の
美
し
さ

に
感
心
し
た
。さ
す
が
に
〝
声

〟を
仕
事
に
す
る
プ
ロ
フ
ェ
シ

ョ
ナ
ル
で
あ
る
。加
え
て
秀
平

12
公
演
支
え
た
脚
本
、演
出
、名
演
技

「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
・
ブ
ル
ー
」

圧
巻
！
語
り
の
プ
ロ
の
重
厚
な
競
演

セ
ン
ト
レ
ア
空
港
音
楽
祭

「
ク
ー
ル・ジ
ャ
ズ・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

亀
」
の
陣
内
恵
子
は
実
に
巧

み
だ
っ
た
。

（
ウ
エ
ノ
）

條
橋
」
を
披
露
。
名
取
で
な

い
が
、後
半
に
出
演
し
た「
藤

娘
」
の
黒
川
真
佐
予
、「
鶴

団
で
は
２
０
２
７
年
２
月
19

～
21
日
、ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
企
画
公
演

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
・
ガ
ー
デ
ン
」の
出
演
者

　

演
技
、歌
唱
、ダ
ン
ス
。そ

れ
ぞ
れ
の
特
技
、個
性
を
活

か
し
て
、夢
の
舞
台
に
挑
戦

し
よ
う
！

　

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
行
う
。

　

原
作
は
Ｆ
・

Ｈ
・
バ
ー
ネ
ッ

ト
の
名
作
児
童

文
学
「
秘
密
の

花
園
」。　

幼
く

し
て
両
親
を
亡

く
し
、叔
父
の

も
と
で
暮
ら
す

こ
と
に
な
っ
た

少
女
メ
ア
リ
の

成
長
物
語
。演

出
は
劇
団
四
季

出
身
の
松
本
和
宜
、音
楽
監

督
・
指
揮
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
で
研
さ
ん
を
積
ん
だ
齋
藤

友
香
理
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
（
応
募

無
料
）は
26
年
８
月
22
、23
日

の
い
ず
れ
か
。会
場
は
ア
マ
ノ

芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
名
古
屋

（
リ
ハ
ー
サ
ル
室
）。応
募
で

き
る
の
は
名
古
屋
市
内
ま
た

は
近
郊
で
文
化
芸
術
活
動
を

行
な
っ
て
い
る
15
歳
以
上
。

ま
た
指
定
さ
れ
た
日
時
、会

場
で
行
わ
れ
る
稽
古
に
参
加

で
き
、チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
協

詳細はこちら

※
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
シ
ー
ク

　

レ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
」
は
、

　

競
輪
の
補
助
を
受
け
て
実

　

施
し
ま
す
。

力
で
き
る
人
。

　

応
募
は
所
定
の
申
込
フ
ォ

ー
ム（
上
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
）に
必
要
事

項
を
記
入
、ま
た
は
郵
送
、持

参
。締
め
切
り
は
８
月
７
日

午
後
５
時
。問
い
合
わ
せ
、

申
し
込
み
は
〒
４
６
０
―

０
０
０
８
名
古
屋
市
中
区
栄

３
―
18
―
１
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
８
階
、名
古
屋
市
文
化
振

興
事
業
団
事
業
部
「
シ
ー
ク

レ
ッ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
」係
。℡

０
５
２（
２
４
９
）９
３
８

５
ま
で
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト・ガ
ー
デ
ン
」

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団
２
０
２
７
年
企
画
公
演

2026年企画公演ミュージカル「赤毛のアン」

８
月
22
、23
日 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
実
施
！

　

全
12
公
演
を
、19
人
の
俳

優
が
日
替
わ
り
で
上
演
。題

材
に
な
っ
た
落
語
は「
芝
浜
」

「
ま
ん
じ
ゅ
う
怖
い]

「
死
神
」

「
紺
屋
高
尾
」の
４
題
。そ
れ

ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
現
代

社
会
に
置
き
換
え
、笑
い
と

涙
の
新
た
な
人
情
喜
劇
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

観
劇
し
た
の
は
11
日
昼
の

部
だ
っ
た
が
会
場
は
満
席
。チ

ラ
シ
に
は
上
演
時
間
90
分
と

あ
っ
た
が
、実
際
に
は
２
時

間
。そ
れ
で
も
退
屈
せ
ず
、楽

し
く
観
劇
で
き
た
の
は
、冒
頭

に
書
い
た
よ
う
に
脚
本
、演

出
、俳
優
の
力
で
あ
る
。

　

特
に
「
芝
浜
」と
「
紺
屋

高
尾
」は
出
来
が
良
か
っ
た
。

主
演
俳
優
の
達
者
な
芝
居
運

び
に
感
心
し
た
。ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
の
少
女
た
ち
の
歌

と
ダ
ン
ス
は
目
の
保
養
に
な

っ
た
。全
４
作
に
出
演
し
た

ベ
テ
ラ
ン
小
澤
寛
の
、と
ぼ

け
た
演
技
（
？
）が
絶
好
の

ス
パ
イ
ス
に
な
っ
た
。

た
斬
新
な
演
出
、そ
し
て
若

い
俳
優
た
ち
の
熱
演
。思
い

が
け
ず
面
白
い
芝
居
に
出
合

　

名
作
落
語
を
題
材
に
し
た

脚
本
、歌
や
ダ
ン
ス
を
交
え

ル
メ
ー
ル
の
絵
画

を
、ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
に
売
却
し
た
罪

で
、メ
ー
ヘ
レ
ン

は
窮
地
に
陥
る
。

実
は
こ
の
絵
は
、

彼
が
描
い
た
贋
作

だ
っ
た
が
、あ
ま

り
の
出
来
の
良
さ

に
、鑑
定
人
ブ
レ

デ
ィ
ウ
ス
は
「
絶

対
に
真
作
で
あ

る
」と
主
張
し
た

の
で
あ
る
。

た
田
尾
下
哲
の
演
出
作
品
。

共
演
は
堀
田
和
則
、山
田
吉

輝
、中
井
伸
弥
、中
根
江
深
。

ピ
ア
ノ
演
奏
は
秀
平
雄
二
が

務
め
た
。

　

第
二
次
大
戦
直
後
、フ
ェ

ズ
、名
古
屋
青
少
年
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
、愛
知
学
院
大
学
、り

ぶ
ら
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

jr
岡
崎
な
ど
10
グ
ル
ー
プ
。

　

テ
レ
ビ
番
組
「
な
ん
で
も

鑑
定
団
」を
見
る
度
に
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
。高
額
の

付
い
た
品
物
が
、果
た
し
て

そ
の
値
段
で
売
れ
る
の
か

―
、間
違
い
な
く
本
物
な
の

か
―
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
榊
原
忠
美
・
主
演

の
音
楽
朗
読
劇
「
フ
ェ
ル
メ

ー
ル
・
ブ
ル
ー
」（
６
月
12
、

13
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ
ー

ル
）で
あ
る
。〝
世
紀
の
贋
作

事
件
〟と
さ
れ
る
史
実
を
も

と
に
、贋
作
者
メ
ー
ヘ
レ
ン

（
榊
原
）の
人
と
な
り
を
描
い

会
場
は
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
４

階
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ザ
。観
覧

無
料
。詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
。

　

名
古
屋
音
楽
ペ
ン
ク
ラ
ブ

は
、前
年
度
に
名
古
屋
地
区
で

行
わ
れ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
演
奏

　

プ
ロ
、ア
マ
チ
ュ
ア
を
問

わ
ず
、あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
愛
好
家
に
門
戸
を
開

く
「
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
音
楽

祭
」。７
月
は
25
日
（
11
～
16

時
30
分
）、26
日（
11
～
16
時
）

に
「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
ズ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を
開
催
す

る
。

　

同
音
楽
祭
は
２
０
１
１
年

に
ス
タ
ー
ト
。現
在
は
開
催

ご
と
に
①
マ
ー
チ
ン
グ
②
ジ

ャ
ズ
③
民
族
音
楽
④
吹
奏

楽
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
⑤
コ
ー

ラ
ス
⑥
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
の

各
部
門
が
演
奏
を
披
露
。累

計
出
演
者
は
昨
年
ま
で
に

２
万
人
を
突
破
し
て
い
る
。

会
を
対
象
に
、こ
れ
ま
で
に
計

49
件
を
表
彰
し
て
い
る
。

「
噺
」
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

７月25
・26日 

　

今
回
は
ジ
ャ
ズ
。出
演
は

25
日
が
高
橋
誠
ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
リ
オ
、愛
知
県
高
校
合
同

ジ
ャ
ズ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、名

古
屋
工
業
高
校
、向
陽
高
校

な
ど
11
グ
ル
ー
プ
。26
日
は

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ト
ン
パ
ー

　

第
21
回（
２
０
２
５
年
度
）

名
古
屋
音
楽
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞

に
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
つ

つつみあつき・堤久美子夫妻

つ
み
あ
つ
き
が

選
ば
れ
、６
月

２
日
に
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。

　

妻
で
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
奏
者
の

堤
久
美
子
ら
、

数
人
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
構

成
。留
学
先
の

ウ
ィ
ー
ン
で
親

し
ん
だ
音
楽
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
、ク
ラ

シ
ッ
ク
に
限
ら
ず
幅
広
い
音

楽
を
セ
レ
ク
ト
。サ
ロ
ン
風

の
親
し
み
や
す
い
コ
ン
サ
ー

ト
を
２
０
０
６
年
か
ら
20
年

続
け
た
実
績
が
評
価
さ
れ

た
。昨
年
11
月
８
日
に
名
東

文
化
小
劇
場
で
開
催
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
、通
算
１
０
０

回
を
達
成
し
た
。

　

つ
つ
み
は
表
彰
式
で
「
今

後
も
地
元
を
題
材
に
し
た
新

作
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

（
左
か
ら
）榊
原
忠
美

堀
田
和
則
、山
田
吉
輝



手
塚
　
淑
子

戸
田
美
江
子

中
川
　
幸
作

仲
条
　
優
理

夏
目
　
久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川
　
長
秀

野
村
　
祐
子

花
咲
　
市
岡

花
柳
　
磐
優

林
　
　
雅
仁

福
井
　
啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本
　
道
子

見
波
　
紀
子

宮
西
　
圭
子

山
口
　
雅
子

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部
　
千
枝

ほ
か

蟹
江
　
尾
八

神
谷
久
実
子

北
村
　
哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤
　
典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野
　
和
美

澤
脇
　
達
晴

白
樺
　
八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江
　
瑠
美

鈴
木
　
幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木
　
文
雄

須
山
　
仁
美

角
田
真
優
美

高
倉
　
麻
耶

武
市
　
孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田
　
弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山
　
皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川
　
洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田
　
光
代

伊
藤
　
　
修

伊
藤
　
　
敬

伊
藤
　
直
樹

稲
垣
　
舞
比

衣
斐
　
　
愛

今
村
　
早
伽

内
田
　
寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田
　
寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺
　
資
二

岡
田
　
一
男

岡
崎
　
保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

金
澤
　
志
保

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集 市民会館閉館へ、名フィルが交響曲

　

名
古
屋
市
民
会
館
が
２
０

２
８
年
３
月
で
閉
館
に
な

る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
縁
の
深

い
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
は
「
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

と
し
て
、
同
会
館
で
交
響
曲

を
10
番
か
ら
９
、８
、７
と
逆

順
に
演
奏
す
る
興
味
深
い
企

画
を
始
め
た
。

　

今
年
度
は
５
月
に
シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
10
番
で
開

始
。
８
月
26
日
に
ブ

ル
ッ
ク
ナ
ー
の
９

番
、
９
月
24
日
に
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
８

番
、
12
月
Ⅰ
日
に
シ

ベ
リ
ウ
ス
の
７
番
、

27
年
３
月
に
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
６
番

「
悲
愴
」ま
で
決
ま
っ

て
い
る
。

　

27
年
度
は
５
～
１

番
で
未
発
表
。
私
の

好
み
で
予
想
し
て
み

た
。
５
番
は
「
運
命
」

が
本
命
だ
が
、
マ
ー

ラ
ー
も
。
４
番
は
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
「
イ
タ
リ
ア
」
か
。

３
番
は
「
英
雄
」
が
有
名
だ

が
、
こ
こ
は
サ
ン
サ
ー
ン
ス

「
オ
ル
ガ
ン
付
き
」
で
。
２
番

は
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
で
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
２
番
と
と
も
に
。
１

番
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
い
い
。

　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
は

「
ゴ
ー
（
５
）・
ツ
ー
・
ザ
・

セ
ン
ト
ラ
ル
」を
テ
ー
マ
に
、

５
番
の
交
響
曲
を
特
集
。
11

月
７
日
は
「
運
命
」
と
「
皇

帝
」
の
極
め
つ
け
だ
。

　
（
上
原
宏
）

良
子
の
振
付
作
品
に
、
杉
江

と
と
も
に
出
演
し
た
福
田
純

子
の
伸
び
や
か
な
ダ
ン
ス
が

際
立
っ
た
。
演
劇
を
ベ
ー
ス

に
す
る
中
根
千
秋
の
グ
ル
ー

プ
は
、
少
々
ハ
メ
を
外
し
過

ぎ
た
（
笑
）。

大
う
け
、魔
女
の
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス

フ
リ
ー
ダ
ム
」（
５
月
６
日
・

千
種
文
化
小
劇
場
）
を
開
い

た
。
Ａ
プ
ロ
に
10
組
、
Ｂ
プ

ロ
に
10
組
が
出
演
。
私
が
観

賞
し
た
の
は
バ
レ
エ
４
組
、

現
代
舞
踊
６
組
が
出
演
し
た

Ｂ
プ
ロ
。

　

小
ぶ
り
な
円
形
劇
場
は
演

劇
や
現
代
舞
踊
に
は
適
し
て

い
る
が
、
動
き
の
大
き
な
バ

レ
エ
に
は
不
向
き
と
思
わ
れ

た
。
し
か
し
優
れ
た
舞
台
を

見
せ
て
く
れ
た
の
は
バ
レ
エ

グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。

　

中
で
も
越
智
久
美
子
・
振

付
、出
演
の
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
よ
り
」
は
秀
逸
だ
っ
た
。

バ
レ
エ
の
華
や
か
さ
や
風
格

を
保
ち
な
が
ら
も
、
無
理
な

く
円
形
舞
台
に
収
め
た
。
川

口
節
子
の
創
作
バ
レ
エ
、
松

村
一
葉
の
振
付
も
、
い
つ
も

な
が
ら
の
巧
み
な
手
腕
で
あ

る
。

　

バ
レ
エ
以
外
で
は
、
杉
江

　

名
古
屋
洋
舞
家
協
議
会
が

プ
レ
40
周
年
公
演
「
ダ
ン
ス

メ
ー
ト
ル
四
方
の
八
百
屋

（
傾
斜
し
た
舞
台
）、大
き
な

本
を
模
っ
た
背
面
の
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
森
の
情
景
が
投

影
さ
れ
る
な
ど
、狭
い
舞
台

を
逆
手
に
取
っ
た
舞
台
美

術
が
秀
逸
だ
っ
た
。そ
し
て

１
０
５
分
の
上
演
中
、休
み

な
く
演
奏
を
続
け
た
池
原
の

ピ
ア
ノ
演
奏
は
、い
つ
も
な

が
ら
に
巧
み
だ
っ
た
。

清
潔
感
溢
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
艶
や
か
な
歌
声
、日

本
語
歌
詞
も
比
較
的
明
瞭
に

聴
こ
え
た
。残
念
な
の
は
二

期
会
会
員
で
は
な
い
こ
と

（
笑
）。両
親
を
演
じ
た
滝
沢

博
と
森
本
ふ
み
子
は
、ベ
テ

ラ
ン
ら
し
い
的
確
な
役
作
り

と
、明
瞭
な
歌
唱
で
作
品
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。

　

ド
ラ
マ
が
展
開
す
る
６

反
応
は
批
評
家
よ
り
も
確
か

だ
。Ｂ
組
で
子
供
た
ち
に
大

う
け
だ
っ
た
の
が
魔
女
を

演
じ
た
鈴
木
沙
依
。外
連
味

た
っ
ぷ
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、高
齢
の
私
も
楽
し
め

た
。

　

全
編
を
通
し
て
、グ
レ
ー

テ
ル
の
鈴
木
が
際
立
っ
た
。

名
古
屋
二
期
会

魔女を演じた鈴木沙依㊥

洋
舞
家
協
議
会
公
演

華
や
か
さ
風
格
保
っ
た
バレ
エ
の
構
成

西
川
長
秀「
長
寿
乃
會
」

様
々
な
新
企
画
、集
客
手
腕
に
拍
手

　

公
演
の
主
催
者
、
出
演
者

に
と
っ
て
最
も
喜
ば
し
い
こ

と
は
、
多
く
の
観
客
に
恵
ま

れ
る
こ
と
。
多
く
の
観
客
を

呼
ぶ
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り

の
創
意
と
工
夫
、
そ
し
て
日

ご
ろ
の
努
力
が
必
要
に
な

る
。
そ
の
成
功
例
が
、
西
川

長
秀
が
主
催
す
る
日
舞
公
演

「
長
寿
乃
會
」（
５
月
16
日
・

市
民
会
館
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー

ル
）
で
あ
る
。

　

会
主
の
西
川
長
秀
は
、
日

ご
ろ
か
ら
様
々
な
催
し
に
参

加
し
、
積
極
的
に
交
友
関
係

を
広
げ
て
い
る
。
今
回
の

「
長
寿
乃
會
」
で
幕
開
け
に

披
露
さ
れ
た
「
雅
楽
演
奏
・

巫
女
舞
」、
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
で
行
わ
れ
た
「
隈
（
く

ま
）
取
り
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
ら
の
名
曲

を
、石
川
が
演
奏
し
倉
知
が

踊
る
。

　

倉
知
だ
け
で
な
く
、石
川

も
裸
足
で
演
奏
し
て
い
る
の

は
、床
を
通
し
て
同
調
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

後
半
は
武
満
が
作
曲
し
た

曲
が
演
奏
さ
れ
る
。倉
知
は

音
に
身
を
ま
か
せ
、自
身
の

体
、魂
と
対
話
し
て
い
る
。石

川
は
演
奏
す
る
一
方
で
、自

身
の
発
す
る
音
が
、倉
知
に

ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
を
全
身
で
感
じ
て
い
る
。

二
人
の
至
福
感
が
観
客
に
も

伝
わ
る
。な
ん
と
も
濃
密
な

ひ
と
時
だ
っ
た
。

シ
リ
ー
ズ
化
目
指
す
新
基
軸
も
課
題

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｏ
Ｎ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」

月
31
日
・
カ
ル
チ
バ
新
川
文

化
ホ
ー
ル
）を
開
い
た
。「
清

須
の
地
に
、ダ
ン
ス
芸
術
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
浸
透
さ

せ
た
い
」と
、シ
リ
ー
ズ
化
を

目
指
す
石
原
だ
。

　

共
演
は
木
須
康
一
（
ピ
ア

ノ
）と
大
橋
淑
恵
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）。曲
目
は
バ
ッ
ハ
の

「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
月
光
」、シ
ョ
パ

ン
の
「
幻
想
協
奏
曲
」ほ
か

名
曲
を
セ
レ
ク
ト
。ラ
ス
ト

に
は
木
須
と
石
原
の
即
興
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　

東
海
地
区
を
代
表
す
る
ダ

ン
サ
ー
の
新
企
画
に
期
待
し

　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

サ
ー
石
原
弘
恵
が
、地
元
の

清
須
市
で
生
演
奏
と
ダ
ン
ス

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｏ

Ｎ
Ｅ　

Ｏ
Ｎ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」（
５

シ
ョ
ー
」、そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー

レ
の「
名
古
屋
よ
い
と
こ
節
」

の
出
演
者
は
、
す
べ
て
日
舞

以
外
の
人
た
ち
だ
。

　

客
演
が
多
け
れ
ば
観
客
も

増
え
る
。
日
舞
に
縁
の
な
い

人
々
が
集
ま
る
と
会
場
の
雰

囲
気
も
変
わ
る
。
特
に
長
秀

が
構
成
演
出
し
た
「
隈
取
り

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
は

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
盛
り
上

「五條橋」西川茂と紗㊧と西川長秀

が
っ
た
。「
日

舞
公
演
ら
し
く

な
い
」
と
い
ぶ

か
る
声
も
あ
っ

た
が
、
私
は
長

秀
の
集
客
手
腕

に
拍
手
を
送
り

た
い
。

　

さ
て
肝
心
の

舞
踊
で
あ
る
。

長
秀
は
幕
開
け

に
「
春
の
水
」、

締
め
に
は
西
川

茂
と
紗
と
「
五

亀
」
の
陣
内
恵
子
は
実
に
巧

み
だ
っ
た
。

（
ウ
エ
ノ
）

條
橋
」
を
披
露
。
名
取
で
な

い
が
、後
半
に
出
演
し
た「
藤

娘
」
の
黒
川
真
佐
予
、「
鶴

ダ
ン
サ
ー
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
魂
の
対
話

可
英
×
馨
栄
子

を
開
い
た
。

　

倉
知
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
創

作
ダ
ン
ス
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
。身
体
能
力
向
上
の
た
め

に
、倉
知
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ

オ
に
通
っ
て
い
る
石
川
は
、

４
月
に
名
フ
ィ
ル
と
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
「
皇
帝
」を
実
現
さ

せ
て
い
る
。

　

ダ
ン
サ
ー
倉
知
可
英
と
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
石
川
馨
栄
子
が

共
演
。マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
角

で
「
武
満
徹
没
後
30
年
記
念

～
音
と
沈
黙
」（
５
月
10
日
・

グ
ラ
ン
ド
ス
ー
シ
ュ
上
社
）

石川馨栄子㊧と倉知可英

　

キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
40
席
前

後
の
小
空
間
。

手
を
伸
ば
せ

ば
、二
人
に
触

れ
る
こ
と
の
で

き
る
距
離
で
の

鑑
賞
で
あ
る
。

前
半
は
武
満
が

愛
聴
し
て
い
た

ブ
ラ
ー
ム
ス
、

た
が
、
思
わ
ぬ
障
害
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
演
出
、
音
響
な

ど
、
本
職
の
ス
タ
ッ
フ
が
不

在
だ
っ
た
こ
と
。
そ
の
結

果
、
音
は
割
れ
、
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
狂
い
を
生

じ
た
。
救
い
は
石
原
の
ダ
ン

ス
が
終
始
安
定
し
て
い
た
こ

石原弘恵㊧と木須康一（撮影・服部義安）

と
。

　

た
ま
た
ま
私

は
数
日
前
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
オ
ン
エ

ア
さ
れ
た
勅
使

河
原
三
郎
＆
佐

東
利
穂
子
（
ダ

ン
ス
）
と
庄
司

紗
矢
香
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
）
の

コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
見
て

い
た
。
優
れ
た

舞
台
芸
術
は
、

優
れ
た
環
境
の

も
と
で
観
客
に

届
け
る
べ
で
あ

る
と
実
感
し

た
。

「ドン・キホーテ」（撮影・服部義安）

　

名
古
屋
二
期
会
が
オ
ペ
ラ

公
演
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」（
５
月
30
、31
日
・
瑞

穂
文
化
小
劇
場
）を
催
し
た
。

指
揮
は
中
村
友
哉
、演
出
は

右
来
左
往
、ピ
ア
ノ
演
奏
は

池
原
陽
子
。ト
リ
プ
ル
キ
ャ

ス
ト
で
、私

が
観
賞
し
た

の
は
ヘ
ン
ゼ

ル
を
長
坂

佐
代
子
、グ

レ
ー
テ
ル
を

鈴
木
里
奈
が

演
じ
た
Ｂ

組
。

　

作
品
が
作

品
だ
け
に
親

子
連
れ
も
多

い
。忖
度
の

な
い
子
供
の



た
時
期
の
作
品
。快
活
さ
の

中
に
も
不
安
な
心
の
動
き
が

見
え
隠
れ
す
る
。そ
の
両
面

を
巧
み
に
表
現
し
た
。

　

そ
し
て
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
20
番
」。

死
の
直
前
に
作
曲
さ
れ
た
３

曲
の
２
番
目
。力
強
く
始
ま

バ
ッ
ハ
「
フ
ラ
ン
ス
組
曲
第

２
番
」で
、タ
イ
ト
ル
通
り
優

雅
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
ピ
ア

ノ
ソ
ナ
タ
第
16
番
」は
、耳
の

不
調
に
悩
み
、遺
書
を
書
い

　

鈴
木
久
美
子
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
（
５
月
30
日
・
電
気

文
化
会
館
）は
３
度
目
。還
暦

を
迎
え
た
節
目
で
、８
年
ぶ

り
に
開
い
た
。

　

バ
ッ
ハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
正

当
的
な
流
れ
の
選
曲
。ま
ず

異
国
情
緒
あ
ふ
れ
た「
シェエ
ラ
ザ
ー
ド
」

鈴
木
久
美
子
（
ピ
ア
ノ
）

友
人
を
追
悼
し
て
作
曲
。変

化
は
あ
る
が
、お
お
む
ね
不

安
な
感
じ
で
重
い
雰
囲
気
。

　

後
半
の
マ
ル
テ
ィ
ヌ
ー
は

ロ
シ
ア
音
楽
研
究
会

大
曲
に
臨
ん
だ
奏
者
の
思
い
に
共
感

初
め
て
聴
い
た
チ
ェコ
作
曲
家
の
秀
作

「
プ
ラ
ハ
の
春
」

　

チ
ェ
ロ
の
ル
ド
ヴ
ィ
ー

ト
・
カ
ン
タ
＆
ピ
ア
ノ
鬼
頭

久
美
子
の
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ

ル
（
５
月
12
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
ホ
ー
ル
）は
「
プ
ラ
ハ

の
春
」の
タ
イ
ト
ル
で
、チ
ェ

コ
の
作
曲
家
３
人
を
並
べ

た
。

　

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
森
の

静
け
さ
」と
親
し
み
や
す
い

曲
で
始
ま
っ
た
。次
の
バ
ー

レ
ニ
ー
チ
ェ
ク
は
初
め
て
聞

く
名
前
。「
コ
ラ
ー
ル
変
奏

曲
」は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、

最
近
、交
響
曲
な
ど
聴
く
機

会
が
あ
っ
た
が
、今
回
の
３

曲
は
初
め
て
聴
い
た
。「
ロ
ッ

シ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
変

奏
曲
」は
軽
快
で
楽
し
い
。

「
チ
ェ
ロ
ソ
ナ
タ
第
２
番
」

　

愛
知
ロ
シ
ア
音
楽
研
究
会

の
第
17
回
演
奏
会
（
５
月
15

日
・
電
気
文
化
会
館
）
は
「
ロ

シ
ア
異
国
趣
味
・
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
」
が
テ
ー
マ
で
興

味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

　

代
表
の
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
筧

聰
子
、ソ
プ
ラ
ノ
金
原
聡
子
、

ピ
ア
ノ
佐
藤
恵
子
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
江
頭
摩
耶
ら
12
人
が

優
れ
た
演
奏
を
聴
か
せ
た
。

　

19
世
紀
か
ら
ロ
シ
ア
は
異

国
に
興
味
を
抱
い
て
、
近
隣

の
ト
ル
コ
や
ア
ラ
ビ
ア
か

ら
、
遠
い
東
洋
に
ま
で
目
を

向
け
た
。
音
楽
も
例
外
で
は

な
い
。

　

有
名
な
の
は
リ
ム
ス
キ
ー

＝
コ
ル
サ
コ
フ
「
シ
ェ
エ
ラ

ザ
ー
ド
」。
こ
の
松
下
寛
子
・

佐
藤
恵
子
の
連
弾
で
開
始
。

異
国
情
緒
と
い
う
点
で
、
江

頭
摩
耶
と
ピ
ア
ノ
五
島
史
誉

の
「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」
が

最
も
印
象
的
。
五
島
と
各
務

佑
実
の
連
弾
「
中
央
ア
ジ
ア

の
草
原
に
て
」
も
新
鮮
な
響

き
。
歌
で
は
金
原
聡
子
の
リ

ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ
コ
フ
が

光
っ
た
。

る
が
、次
第
に
最
期
を
意
識

し
た
よ
う
な
精
神
的
な
動
揺

が
表
れ
る
。し
か
し
終
楽
章

で
は
、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
ら
し

い
美
し
い
天
上
の
歌
が
流
れ

る
。そ
ん
な
大
曲
に
全
力
で

臨
ん
だ
彼
女
の
思
い
が
共
感

で
き
る
好
演
奏
だ
っ
た
。

は
、カ
ン
タ
の
深
み
の
あ
る

響
き
と
鬼
頭
の
明
る
い
音

で
、躍
動
感
を
満
喫
し
た
が

重
厚
な
内
容
。ア
ン
コ
ー
ル

の
「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」で
緊

張
感
が
ほ
ぐ
れ
た
。

L・カンタと鬼頭久美子

江頭摩耶㊧と五島史誉

鈴
木
久
美
子




